
はじめに
島根県は本州の西端域に位置しており，北は日

本海の南部に面している．南は海抜１０００～１３００m

ほどの中国山地背梁部となっており，年平均気温

は海岸域で１４～１５℃，中国山地域で１０～１１℃前後

の地域である．県内における植物相は東アジア区

（日華区）系の植物群の中で，本県より南に分布域

が続く温暖帯系の植物は海岸寄りの地域に，冷温

帯系の植物は中国山地及び海岸域に分布している

（�村，２０１３）．
これまでに島根県のみを対象とした植物の染色

体数に関する報告はないが，全国的な調査の中で

島根県に異なった染色体数が存在していることを

報告するものがあった．例えばアオキAucuba japon-

ica Thunb. var. japonica は２n＝１６，３２が報告され

ており（津坂ほか，２０１１），宍道湖を挟んで北側と

南側で染色体数が異なった個体が分布している．

また，アオキの二倍体（２n＝１６）はナンゴクアオ

キとして知られている（Kurosawa，１９７１）．セリ

Oenanthe javanica（Blume）DC.は県内において２

n＝２０，４２，６３の３種類が記録され，２n＝２０に関し

てはサケバゼリ Oenanthe javanica var. japonica

Hondaとして分類的に異なったものである（Naru-

hashi and Iwatsubo，１９９８）．さらにフキ Petasites

japonicus（Siebold et Zucc．）Maxim．は２種類の染

色体数が確認されている（今津・藤下，１９６２）．

染色体数は分類において基礎的な情報である．

また，これまでの島根県における染色体調査は非

常に少なく，新たな染色体数が報告される可能性

がある．そのため，今後，島根県内に生育する植

物を対象に染色体観察を行い，漸次報告していき

たいと考える．

本報はその第１報であり，６種の染色体について

報告する．

材料と方法
染色体観察を行った植物は野外から採集し，宍

道湖グリーンパーク内において，栽培用ビニール
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ポットに移植し，栽培した．そして，発根させた

根を用いて染色体の観察を行った．根の先端の１cm

程度を切り取り２mM８－hydroxyquinolin溶液に常

温で１時間おいた後，５℃に設定した冷蔵庫に約

１５時間入れた．その後１：３に調整した酢酸エタ

ノールで室温１～１．５時間固定した．そして，根の

先端を１規定塩酸に入れ替え室温で１時間，６０℃

１０分間解離した．その後，水道水で洗浄した根端

をスライドガラス上におき，２％ラクトプロピオ

ニックオルセインで染色し，通常の押しつぶし法

を用いてプレパラートを作成した．そして光学顕

微鏡下で観察・撮影を行った．

結果と考察
Apiaceae

ハマボウフウ Glehnia littoralis F. Schmidt ex Miq.

染色体数：２n＝２２（図１A）

採集地：出雲市湖陵町差海海岸

これまでに n＝１１（神野，１９５５；Jinno，１９５６；

Liu et al．１９９９），２n＝２２が報告されている（Ogawa,

１９２９；Hara，１９５２；Liu et al .，１９６１，Gurzenkov

and Gorovoy，１９７１）．日本国内では Jinno（１９５６）

が瀬戸内海沿岸産の個体を用いて２n＝２２を報告し

ている．今回の結果から，島根県日本海産のハマ

ボウフウも同様の染色体数であることが明らかに

なった．

Asteraceae

ヨモギ Artemisia indica Willd. var. maximowiczii

（Nakai）H. Hara

染色体数：２n＝３４（図１B）

採集地：雲南市木次町山方尺の内公園

これまでに２n＝３４の報告がある（Suzuka，１９５０;

鈴鹿・郡場，１９５０;鈴鹿，１９５２;荒野，１９６２，１９６８，

１９７１; 小山，１９６６; Taniguchi et al .,１９７５; 西川，

１９８６）．ヨモギはこれまでの報告と一致していた．

ハマニガナ Ixeris repens（L．）A. Gray

染色体数：２n＝１６（図１C）

採集地：出雲市湖陵町差海海岸

これまでに n＝８（石川，１９２１; Peng et al.,１９８６），

２n＝１６（神野，１９５３; 浅野，１９６０; 西川，１９８４;

Pak and Kawano，１９９０; Denda and Yokota，

１９９９）が報告されており，今回の報告は，これま

での報告と一致していた．

ネコノシタMelanthera prostrata（Hemsl．）W.L.

Wagner et H. Rob.

染色体数：２n＝３０（図１D）

採集地：出雲市湖陵町差海海岸

これまでに n＝１５（Ishikawa，１９１６; Hsu，１９７０），

２n＝３０（荒野・中村，１９６４; Peng and Hsu，１９７７，

１９７８）が報告されている．荒野・中村（１９６４）は千

葉県産の個体について観察しており，島根県産の

個体も同様に２n＝３０であることが明らかになった．

Convolvulaceae

ハマヒルガオ Calystegia soldanella（L．）R. Br.

染色体数：２n＝２２（図１E）

採集地：出雲市湖陵町差海海岸

これまで国内においては福岡県産 n＝１１（加納

１９２９），愛媛県産２n＝２２（神野，１９５５），北海道産

２n＝２２（西川，１９８５）が報告されている．今回の

結果から島根県産の個体においても同じ染色体数

が観察された．

Saxifragaceae

タコノアシ Penthorum chinense Pursh

採集地：出雲市園町宍道湖グリーンパーク内（出

雲市神戸川下流域河川敷より移植）

染色体数：２n＝１８（図１F）

これまで，本種の染色体報告はなく，今回２n

＝１８を観察した．同属の P. sedoides L．において，

中国産の個体で n＝８，２n＝１６，アメリカ産の個体で

n＝９，２n＝１８と報告されており，染色体の違いは

地域として種が異なっていることによる違いでは

ないかとされている（Baldwin and Speese，

１９５１）．
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図１ 島根県産植物の染色体画像．A,ハマボウフウ Glehnia littoralis２n＝２２；B,ヨモギ Artemisia indica var. maxi-
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Appendix. Chromosome number and collection localyties of studied taxa in Shimane Prefecture

Taxon Family Collection locality
Chromosome
number（２n）

Glehnia lattoralis Apiaceae Izumo City, Koryo−cho, Sashiumi−kaigan ２２
Artemisia indica var. maximowiczii Asteraceae Un−nan City, Kisuki−cho, Shakunouchi−park ３４
Ixeris repens Asteraceae Izumo City, Koryo−cho, Sashiumi−kaigan １６
Melanthera prostrata Asteraceae Izumo City, Koryo−cho, Sashiumi−kaigan ３０
Calystegia soldanella Convolvulaeae Izumo City, Koryo−cho, Sashiumi−kaigan ２２
Penthorum chinense Saxifragaceae Izumo City, Sono−cho, Shinjiko−green park １８
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